
2010

10 / 15
　

今
年
も
ゆ
る
キ
�
ラ
®
た
ち
と

盛
り
上
が
る
「
ゆ
る
キ
�
ラ
®
ま

つ
り
in
彦
根
」を
開
催
し
ま
す
。　

　

今
回
は
約
１
７
０
体
の
キ
�
ラ

ク
タ
ー
が
彦
根
市
に
集
ま
り
、
出

身
地
域
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

開
催
日　

10
月
23
日
㈯
・
同
24
日
㈰

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

夢
京
橋
キ
�
ッ
ス
ル
ロ
ー

ド
・
四
番
町
ス
ク
エ
ア
を
中
心
と

し
た
彦
根
商
店
街
エ
リ
ア
全
域

▼
関
連
イ
ベ
ン
ト

ゆ
る
キ
�
ラ
®
お
餅
つ
き

日
時　

10
月
23
日
㈯　

午
後
１
時
〜

場
所　

銀
座
商
店
街　

特
設
会
場 

ゆ
る
キ
�
ラ
®
ポ
ス
タ
�
展

日
時　

10
月
23
日
㈯
・
同
24
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

登
り
町
グ
リ
ー
ン
通
り
商

店
街　

夏
川
記
念
館

ユ
ル
イ
ア
ス
ロ
ン

内
容　

ゆ
る
キ
�
ラ
®
が
応
援
す

る
な
か
、
三
種
競
技
が
行
わ
れ

ま
す
。

日
時  

10
月
24
日
㈰ 

午
前
11
時
〜

場
所　

花
し
�
う
ぶ
通
り
商
店
街

ゆ
る
キ
�
ラ
®

グ
ラ
ン
プ
リ

内
容　

投
票
に
よ
り
、

キ
�
ラ
ク
タ
ー
の
人
気

ラ
ン
キ
ン
グ
を
調
査
し

ま
す
。

投
票
期
限　

10
月
24
日
㈰

場
所　

会
場
・
携
帯
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト

▼
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

安
全
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

た
め
、
開
催
当
日
、
時
間
帯
に
よ

り
、
会
場
の
周
辺
道
路
は
、
一
部

の
区
間
が
歩
行
者
専
用
道
路
に
な

り
ま
す
。

　

準
備
な
ど
の
た
め
、
交
通
規
制

時
間
外
に
も
部
分
規
制
を
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
夢
京
橋
キ
�
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
⋮

「
本
町
一
丁
目
」
交
差
点
か
ら

「
京
橋
」
交
差
点
の
手
前
ま
で

■
城
内
⋮
「
京
橋
」
交
差
点
の
橋

か
ら
城
内
分
岐
路
ま
で

■
四
番
町
ス
ク
エ
ア
内
⋮ 

「
お
客

様
駐
車
場
」
を
含
む
全
域
（
一

部
を
除
く
）

交
通
規
制
時
間　

午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
４
時

▼
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ

さ
い

　

両
日
と
も
市
外
か
ら
多
く
の
来

場
が
あ
り
、
会
場
付
近
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ゆ
る
キ
�
ラ
®

ま
つ
り
in
彦
根
実
行
委
員
会
事

務
局
☎
20-

１
６
１
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
20-

１
６
１
３
番

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
ま
つ
り
in
彦
根 

 

〜
キ
グ
る
ミ
さ
み
っ
と
２
０
１
０
〜

◀
交
通
規
制
区
間
（
左
図
の
網
か
け
部
分
）
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彦
根
市
で
は
、
昭
和
33
年
12
月
に
水
道
事

業
を
創
設
し
、
昭
和
35
年
11
月
３
日
に
記
念

す
べ
き
上
水
道
の
給
水
を
開
始
し
、
今
年
で

50
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
、
水
道
事
業
創
設
ま
で
の
経
緯
と
、
給

水
を
開
始
し
て
か
ら
50
年
の
あ
ゆ
み
を
ま
と

め
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
部
業
務
課
☎
22-

２
７
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４
０
５
４
番
、

大
藪
浄
水
場
☎
22-

３
３
２
４
番

　

給
水
開
始
50
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
「
水
道
フ
ェ
ア
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
広
報
ひ
こ
ね
10

月
１
日
号
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　

11
月
７
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
ま
で

場
所　

大
藪
浄
水
場
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施
策
評
価
調
書
・
事
務
事
業

評
価
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

彦
根
市
で
は
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

平
成
11
年
度
か
ら
、
行
政
評
価
の

一
環
と
し
て
事
務
事
業
評
価
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18

年
度
か
ら
は
施
策
に
対
す
る
評
価

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価

の
概
要
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、

彦
根
市
が
行
っ
た
施
策
評
価
お
よ

び
事
務
事
業
評
価
に
対
す
る
ご
意

見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
効
果

的
で
効
率
的
な
行
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

公
表
す
る
施
策
・
事
務
事
業

　

予
算
執
行
に
か
か
る
も
の
と
し

て
、
歳
出
は
、
彦
根
市
総
合
発
展

計
画
で
位
置
づ
け
て
い
る
す
べ
て

の
施
策
（
55
の
施
策
）
と
、
３
つ
の

構
想
の
推
進
を
あ
わ
せ
た
58
項
目

を
公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
は
、

彦
根
市
が
料
金
を
決
定
す
る
使
用

料
や
手
数
料
な
ど
の
う
ち
、
28
の

事
務
事
業
を
公
表
し
ま
す
。

　

評
価
調
書
な
ど
は
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支
所
・

各
出
張
所
に
あ
る
ほ
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
言
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

よ
り
効
果

的
、
効
率
的
な

市
政
を
実
現

す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
提
言

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

意
見
や
提
言
は
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支
所
・

各
出
張
所
に
あ
る
用
紙
に
記
入

し
、
各
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
行
政
評
価
」
ペ
ー
ジ
か
ら

も
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
意
見
・
提
言
の
提
出
は
、

1 1
月
30
日
㈫
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
の
問
い

合
わ
せ
は
、
各
担
当
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

（
仮
称
）
彦
根
市
荒
神
山
自
然

の
家
の
設
置
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
条
例
（
素
案
）

　
　
　
　

　　

荒
神
山
の
ふ
も
と
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
県
立
荒
神
山
少
年
自
然

の
家
」
は
、
県
内
の
子
ど
も
や
、

少
年
団
体
の
指
導
者
研
修
な
ど
の

社
会
教
育
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

彦
根
市
が
滋
賀
県
か
ら
の
移
管
を

受
け
て
、
こ
の
施
設
の
管
理
運
営

を
行
う
予
定
で
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
広
く
大
人
の
団
体
に
も
利

用
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
は
、
研
修
や

体
験
、
交
流
を
行
っ
て
い
た
だ
け

る
集
団
宿
泊
施
設
に
、
ま
た
、
使

用
料
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
と
大

人
の
区
分
や
、
市
内
と
市
外
の
利

用
区
分
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
条
例
（
素
案
）
に
つ
い
て
、

下
の
と
お
り
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

条
例
（
素
案
）
の
公
開
場
所

　

（
仮
称
）
荒
神
山
自
然
の

家
準
備
室
（
市
役
所
４
階
）、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
支

所
・
各
出
張
所

提
出
期
限　

1 1
月
５
日
㈮

提
出
方
法　

（
仮
称
）
荒

神
山
自
然
の
家
準
備
室
に

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

（
仮
称
）
荒
神
山
自
然

の
家
準
備
室
（
〒
５
２
２

-

８
５
０
１　

元
町
４
番
２

号
）
☎
30-

６
１
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ルkojinyam

a@
m

a.city.hikone.shiga.
jp　

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

は
、
彦
根
市
の
考
え
方
と

と
も
に
整
理
し
た
う
え
で
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
ま
す
。
い
た

だ
い
た
ご
意
見
に
対
し
て
、

個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

ご
覧
く
だ
さ
い　

琵
琶
湖
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿

　

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
調
製
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

「
ひ
こ
ね
市
民
活
動
促
進
助

成
事
業
」（
２
次
募
集
分
）

が
決
ま
り
ま
し
た

　

市
民
活
動
団
体
が
自
主
的
、
自

立
的
に
行
う
社
会
貢
献
活
動
に
対

し
て
、
そ
の
活
動
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
こ
ね
７
月
15
日
号
な
ど

で
こ
の
２
次
募
集
を
行
い
、
下
の

５
つ
の
団
体
に
決
ま
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

水
田
農
家
の
皆
さ
ん

10
月
下
旬
に
、
戸
別
所
得
補

償
モ
デ
ル
対
策
の
交
付
申
請

書
を
お
届
け
し
ま
す

　

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の

交
付
金
は
、
２
回
（
12
月
支
払
い
、

３
月
支
払
い
）
に
分
け
て
交
付
し
ま

す
。
12
月
支
払
い
は
、
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。

▼
米
モ
デ
ル
事
業
の
定
額
部
分

（
1.5
万
円
／
10
ア
ー
ル
）

▼
自
給
力
向
上
事
業
の
麦
、
大
豆
、

飼
料
用
作
物
（
3.5
万
円
／
10
ア
ー

ル
）

▼
新
規
需
要
米
（
８
万
円
／
10
ア
ー

ル
）

　

10
月
下
旬
に
年
内
交
付
分
の
交

付
申
請
に
関
す
る
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
交
付
申
請
書
に
押
印

し
て
提

出
し
て

く
だ
さ

い
。
詳

し
く
は
、

お
問
い

合
わ
せ

く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
農
政
事

務
所
地
域
第
二
課
☎
０
７
４
９

-

52-

５
８
９
０
番
（
代
表
）

す
。
こ
の
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

縦
覧
期
間　

10
月
20
日
㈬
〜
1 1
月

３
日

（水・祝）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
市
役
所
４
階
）、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
庁
舎
西
口
宿

直
室

登
録
資
格　

市
内
に
住
所
か
事
業

所
が
あ
る
人
で
、
１
年
に
90
日

以
上
漁
船
を
使
用
し
て
漁
業
を

営
む
か
、
漁
業
者
の
た
め
に
漁

船
を
使
用
し
て
水
産
動
植
物
の

採
捕
ま
た
は
養
殖
に
従
事
し
、

今
年
の
12
月
５
日
現
在
で
20
歳

以
上
の
人
な
ど
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
局
☎

30-

６
１
３
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

お
忘
れ
な
く　

新
１
年
生
の

就
学
時
健
康
診
断

　

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
幼

児（
平
成
16
年
４
月
２
日
〜
同
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施

し
ま
す
。

実
施
日
と
会
場
と
な
る
小
学
校

1 1
月
４
日
㈭　

城
西
小
学
校

　
　

８
日
㈪　

河
瀬
小
学
校

　
　
　
　
　
　

亀
山
小
学
校

　
　

９
日
㈫　

城
陽
小
学
校

　
　
　
　
　
　

稲
枝
西
小
学
校

　
　

10
日
㈬　

高
宮
小
学
校　

　
　

11
日
㈭　

若
葉
小
学
校

　
　

12
日
㈮　

城
北
小
学
校

　
　

15
日
㈪

　　　
稲
枝
東
小
学
校

　
　

16
日
㈫　

城
南
小
学
校

　
　

　　　
　
　

佐
和
山
小
学
校

　
　

17
日
㈬　

平
田
小
学
校

　
　

18
日
㈭　

城
東
小
学
校

　
　
　
　
　
　

金
城
小
学
校

　
　

19
日
㈮　

鳥
居
本
小
学
校

　
　
　
　
　
　

  

稲
枝
北
小
学
校

　
　

 

29
日
㈪　

旭
森
小
学
校

受
付
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
〜
同
２
時

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前

に
就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
、
健

康
診
断
票
と
保
健
調
査
票
、
ア
レ

ル
ギ
ー
調
査
表
を
送
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
当
日
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

受
診
す
る
日
と
会
場
は
通
知
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
指
定
さ

れ
た
日
に
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

会
場
と
な
る
小
学
校
と
、
変
更
し

て
受
診
す
る
小
学
校
の
ど
ち
ら
に

も
連
絡
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

実
施
日
ま
で
に
通
知
書
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
記
載
さ
れ
た
事
項

に
誤
り
が
あ
っ
た
り
し
た
と
き
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

保
健
体
育
課
☎
24-

７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
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あなたの骨は健康ですか。骨を強くする生活習慣（食事や運

動など） を楽しく学び体験する講座を開催します。生活習慣
を見直して、骨美人を目指しましょう。　〈内容〉骨を強くす
る運動の実践（健康運動指導士） 、骨を強くするための食事の
話（管理栄養士）　〈日時〉  11月22日㈪　9：30 ～12：00　〈場

所〉福祉保健センター別館２階　〈定員〉30人（先着順）　〈受

講料〉無料　〈申込期限〉11月８日㈪　　〈申込・問い合わせ先〉

健康推進課☎ 24-0816、FAX24-5870

〈内容〉  ブックスタート事業などで読み聞かせをするボ
ランティアを養成します。読み聞かせの意義や重要性、
心構えなどを学びます。読み聞かせの実演観察をしたり、
技術指導や助言を受けたりします。受講生による実演発
表も行います。　〈場所〉 子どもセンター多目的室（日

夏町）　〈日時〉 11月26日㈮、12月10日㈮　いずれも 9：30
～ 12：00　〈対象〉子育て支援に関心があり、ブックス
タートを始めとする読み聞かせ活動ができる市内在住
の人で、２日とも参加できる人　〈受講料〉 無料　〈申込

期間〉10月18日㈪～ 11月13日㈯　〈定員〉15人（先着順）

〈申込方法〉 電話か、 子どもセンター窓口で申し込んで
ください。　〈申込・問い合わせ先〉  子ども未来室☎

28-1580（FAX 共用）

〈内容〉  市民の皆さんに市立病院のことをもっと知って
いただくことや、安心とぬくもりのある病院を目指して
開催します。医師による講演や、ピアノと電子オルガン
のコンサートなどを行います。　〈場所〉 市立病院医療情
報センター１階多目的室（八坂町）　〈日時〉 11月13日㈯　
12：00 ～ 15：00　〈受講料〉 500 円（弁当、飲み物付き）

〈申込期限〉10月31日㈰（当日消印有効）　〈定員〉80人（申

込者多数の場合、抽選）　〈申込方法・問い合わせ先〉 往復
はがきの往信の裏面に住所、氏名（参加人数分。最高２人

まで）、電話番号を、返信の表面に郵便番号、住所、代表
者の氏名を書いて、市立病院企画経営課（〒 522-8539

彦根市立病院　第３回健康講座係　※町名・番地の記載は不

要です）☎ 22-6050（内線 3514）、FAX26-0754

〈内容〉  まちなみの特徴や、普段見ることができない町家
などの内部を見学します。彦根の古民家の魅力を再発見
します。　〈集合場所〉 近江鉄道ひこね芹川駅　〈日時〉 10
月24日㈰　13：00 ～ 16：00 ごろ（集合は 13：00）　〈参

加費〉 無料　〈申込期限〉 10月23日㈯　〈定員〉 30人（先着

順）　〈その他〉歩きやすい靴や服装でご参加ください。駐
車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

〈申込方法・問い合わせ先〉 電話、ファクスか、E メー
ルに氏名と電話番号を書いて、県立大学人間文化学部　
濱崎研究室へ申し込んでください。☎ 28-8611（FAX 共

用）、E メール :hama_ishi_ken@yahoo.co.jp

 骨美人になる秘訣教えます！ 骨コツ講座

〈場所〉城北小学校（松原町）　〈日時〉11月27日～ 12月11
日　毎週土曜日の 10：00 ～ 12：00　〈対象〉手作りおや
つに興味のある小学生以上の人　〈受講料〉 600 円（中学

生以下は無料）ただし、材料費 900 円、保険代 100 円が
別途必要です。　〈申込期間〉10月18日㈪～ 11月５日㈮

（当日消印有効）　〈定員〉20人（申込者多数の場合、抽選）

〈申込方法・問い合わせ先〉 往復はがきの往信の裏面に
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望講座、会
場校を、返信の表面に郵便番号、住所、氏名を書いて、

教育委員会生涯学習課（〒 522-0001 尾末町１-38）☎

24-7971、FAX23-9190

〈日時〉11月13日㈯ 　9：30 ～ 14：00（雨天のときは、中

止する場合があります）　〈場所〉  清掃センター（野瀬町）　
〈出店料〉１ブース 500円　〈募集出店数〉40ブース　〈申

込期限〉11月５日㈮　〈申込方法・問い合わせ先〉直接、
リサイクルステーションで申し込むか、往復はがきの往
信の裏面に住所、氏名、電話番号、出店品目、人数、出
店希望日を、返信の表面に住所、氏名を書いてリサイク
ルステーション（〒 522-0088 銀座町４-19、受付時間 10：

00 ～ 16：00、木・日曜日は休み）☎ 26-4810（FAX 共用）

〈日時と内容〉下の表のとおり　〈場所〉 グリーンピアひこね（清

崎町）〈対象〉市内に在住の女性　〈講師〉  李
い

智
じ

淳
すん

さん 〈受

講料〉  無料　※ただし、 11月17日㈬は、料理の材料費 500
円が必要です。　〈申込期間〉10月15日㈮～11月１日㈪（土・

日曜日は除く）　〈申込・問い合わせ先〉グリーンピアひこね☎

25-3909、FAX25-3972

〈内容〉 テーマ「秋はペガススから / 木星」　秋の夜空を
観望します。　〈日時〉1 0月29日㈮　19：00 ～ 21：30　

（悪天候の場合は、予備日の 10月30日㈯に開催　※予備日も悪

天候の場合は中止）　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対

象〉天文に興味のある人　〈参加料〉１人 300円　〈申込・

問い合わせ先〉直接、 子どもセンターの窓口で申し込
んでください。☎ 28-3645（FAX 共用）

 教室開放事業「ビストロファミリー講座」

 農村女性研修会

 絵本読み聞かせボランティア養成講座

 第３回彦根市立病院健康講座

 まち歩きイベント（河原町～芹町沿線）

〈内容〉  体操を通じて親子で楽しい時間を過ごしたり、ほ
かの親子との友好を深めたりします。　〈場所〉 福祉保健
センター別館２階（平田町）　〈日時〉 11月５日㈮　10：00
～ 11：00　〈対象〉２～３歳前後の子どもとその親　〈参

加費〉 200 円（保険代を含みます）  　〈持ち物〉タオル、飲
み物など、子どもに必要なものをお持ちください。　〈講

師〉 彦根市民体育センター指導員　〈申込期限〉 11月４日
㈭　〈定員〉親子15組（先着順）　〈その他〉託児もあります。

（１人200円）　〈申込方法・問い合わせ先〉電話かファク
スで、彦根市ファミリー・サポート・センター（ 男女

共同参画センター「ウィズ」内）☎ 24-3920（FAX 共用）

 ぽっかぽかひろば「おやこでたいそう」

 

 ひこねエコマーケット「夢畑」

 

 子どもセンター 星空教室

　

や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
（
宅
老
所
）
は
、「
地
域
の
中
で
、
気
軽

に
人
と
交
わ
り
た
い
」
と
い
う
願
い
を
持
つ
高
齢
者
の
た
め
に
、
市

内
の
９
か
所
で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
家
な
ど
既
存
の
建
物
を
改

修
し
、
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
人
た
ち
が
、
お
し
�
べ
り
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
気
軽
に
過
ご
せ

や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
（
宅
老
所
）
の

開
設
を
始
め
ま
せ
ん
か

る
場
所
で
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
各
小
学
校
区
に
「
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
」
の

開
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
開
設
・
運
営
に
対
し
て
の
補
助
制
度
も
あ

り
ま
す
。
補
助
制
度
や
現
在
開
設
し
て
い
る

「
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
」
を
左
の
表
で

紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
☎
23-

９

６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番
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ひ
こ
ね
地
域
お
こ
し
協
力
隊
支
援
団
体

が
決
ま
り
ま
し
た

　

湖
東
定
住
自
立
圏
の
取
り
組
み
と
し
て
、

３
※
１

大
都
市
な
ど
か
ら
彦
根
市
に
移
住
し
、
ひ

こ
ね
の
地
域
お
こ
し
活
動
・
地
※
２

域
協
力
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
意
欲
の
あ
る
都

市
部
の
人
を
「
ひ
こ
ね
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
し
て
募
集
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
に
、

広
報
ひ
こ
ね
７
月
１
日
号
な
ど
で
、
ひ
こ
ね

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
や

コ
ー
デ
�
ネ
ー
ト
な
ど
を
行
う
支
援
団
体
を

市
内
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
募
集
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
次
の
２
団
体
を
平
成
22
年
度
の
支

援
団
体
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

小
江
戸
彦
根

主
な
活
動
内
容
⋮
彦
根
城
内
堀
で
屋
形
船

の
運
航
事
業

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

五
環
生
活

主
な
活
動
内
容
⋮
自
転
車
タ
ク
シ
ー
の
運

行
事
業

※
１　

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈

川
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
京

都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
な
ら

び
に
政
令
指
定
都
市

※
２　

地
域
力
の
維
持
・
強
化
に
向
け
た
地

域
資
源
の
発
掘
、
移
住
交
流
の
促
進
、
観

光
振
興
そ
の
他
の
地
域
活
性
化
に
資
す
る

活
動

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興
課
☎
30-

６

１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

11月前半

１日㈪

２日㈫

４日㈭

５日㈮

８日㈪

９日㈫

10日㈬

11日㈭

1�日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、銀座、中央（第

１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目一部を含む）、

西今、平田（大沢）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、野瀬、

海瀬、三津屋

里根、幸、外、城町一丁目、栄町一丁目、池州、八坂北、八坂、

開出今団地（第１・３部）、西今、宇尾、須越

芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、山之脇、大藪、小泉（開出）、

竹ケ鼻、開出今蔵の町団地、八坂東団地、宇尾

芹川（北、千鳥ケ丘）、地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、

後三条（下）、開出今、宇尾、清崎（西、清崎団地）

正法寺（太平団地）、中央（第２、３部）、立花、大橋、元岡、

沼波、中藪一丁目、中藪二丁目、開出今、、竹ケ鼻、西沼波（東

部）、宇尾、賀田山（大山、小山、茂賀、小田部）

正法寺（太平団地）、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、

船、旭、金亀、尾末、馬場一丁目、馬場二丁目、城町二丁目、

栄町二丁目、長曽根、中藪、開出今、彦富（笹田団地を除く）、

金沢（林、中下、長江）、清崎（東、西）

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第

１部）、平田（西、北）小泉、戸賀、和田、彦富（笹田団地を

除く）、開出今、甘呂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、東沼波、平田（南、中）、小泉、甘呂、彦富（笹

田団地を除く）

※駐車場での駐車時間は、30 ～ 40 分間です。

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【11月前半】

図書館休館日（11月前半）

１日㈪、３日（水・祝）、８日 ㈪、15日㈪

４日㈭

５日㈮

２日㈫

９日㈫

10 日㈬

１1 日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
W A っ と ね す 春 日

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１2日㈮

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１6日㈫
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

秋の読書週間
日時 11月6日㈯11：00～
   　　   同7日㈰ 11：00 ～
           　　     14：00 ～
場所　市立図書館

内容  読み聞かせ　など
　※予約不要
主催  ひこね児童図書研究
　　　グループ
問い合わせ先  市立図書館
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10 月は
臓器移植普及推進月間です

　平成22年７月17日、改正臓器移植法が施行され

ました。提供したくないという気持ちも、提供した

いという気持ちも、どちらも尊重されます。

　しかし、その気持ちが伝わらなければ、どちらも

かないません。

　臓器提供について考え、家族で話し合い、その気

持ちを意思表示しましょう。

　臓器提供意思表示カードは、 健康推進課、彦根

保健所（和田町）にあります。

問い合わせ先　 健康推進課☎ 077-528-3619、

㈶滋賀県健康づくり財団☎077-525-2733

10 月は
骨髄バンク推進月間です

　年々順調に、ドナー登録者数は増加し、骨髄移植

の件数も伸びてきています。 

 しかし、いまだ多くの白血病などの血液難病患者

が、骨髄移植の機会を待っています。

　ドナー登録は、あくまで善意の自由意思によるも

のです。登録後も取り消しや保留ができます。また、

ドナーの健康と安全が最優先されます。

　骨髄バンクについてご理解いただき、ドナー登録

をお願いします。

問い合わせ先　 健康推進課☎ 077-528-3619、

㈶骨髄移植推進財団☎0120-445-445

「
こ
こ
ろ
と
体
の
放
送
室
」

の
音
声
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
聞
け
ま
す

　

市
立
病
院
で
は
、
す
で
に
エ
フ

エ
ム
ひ
こ
ね
（
78
・
２
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

で
放
送
し
て
い
る
「
こ
こ
ろ
と
体

の
放
送
室
」
の
音
声
を
、
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

　

内
容
は
、
医
師
に
よ
る
病
気
の

解
説
や
、
薬
剤
師
に
よ
る
薬
の
飲

み
方
な
ど
普
段
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、
頭
部
や
胸
部
な
ど
大
き

く
26
の
分
野
に
分
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
に
よ
っ
て
解
説
し
て
い
ま

す
。

　

音
声
に
よ
る
医
療
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と
は
、

日
本
の
ほ
か
の
病
院
で
も
例
が
少

な
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
す
。

　

市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
左
下
に
あ
る

「
こ
こ
ろ
と
体
の
放
送
室
（
音
声

フ
ァ
イ
ル
）」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
聞

い
て
く
だ
さ
い
。

●
「
こ
こ
ろ
と
体
の
放
送
室
（
音
声

フ
ァ
イ
ル
）」ア
ド
レ
ス　

http://
w

w
w.m

unicipal-hp.hikone.
shiga.jp/radio/index.htm

l

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
企

画
経
営
課
☎
22-

６
０
５
０
番

（
内
線
３
５
１
４
）、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番



1�広報ひこね　平成 20 年 10 月 15 日広報ひこね　平成22年10月15日1� 広報ひこね　平成22年10月15日

澤さ
わ　

乙い
つ

姫き

ち

ゃ

ん

︵
犬
方
町
︶

高た
か

橋は
し　

陽は
る

ち

ゃ

ん

︵
稲
部
町
︶

小こ

林
ば
や
し

和か
ず

磨ま

ち
ゃ
ん

︵
清
崎
町
︶

狂犬病予防注射はお済みですか

　４～５月にかけて狂犬病予防注射を各会場で実施してき

ましたが、犬の体調などにより受けられなかった犬は、必

ずかかりつけの獣医師で予防注射を受けてください。

　また、獣医師（動物病院）が発行する「狂犬病予防注射済証」

（済証）をお持ちの人は、彦根市が発行する「狂犬病予防注

射済票」の手続きが別に必要になります。済証、愛犬カード、

手数料 550 円を 健康推進課にお持ちください。

ひこね元気計画�1
推進中！



広報ひこね
通巻第 1232 号
（平成22年10月15日発 行 ）

発行：彦根市　　　〒 522-8501  滋賀県彦根市元町 4 番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398

編集：情報政策課　● 1 日・15 日発行　　彦根市ホームページ　 http://www.city.hikone.shiga.jp/

この「広報ひこね」は 48,350 部作成し、１部当たりの単価は７円（１円未満切り捨て）です。

ただし、原稿作成・編集などにかかる職員の人件費は含まれていません。

1�広報ひこね　平成22年10月15日
「広報ひこね」は大豆油インキを包含した植物油インキを使用し、印刷は有害な廃液
を排出しない水なし印刷を採用しています。廃棄する場合には古紙回収に出してくだ
さい。

　

佐
和
山
は
、
北
に
入
江
内
湖
、
西
に

松
原
内
湖
が
広
が
り
、
東
の
鈴
鹿
山
脈

と
の
間
の
狭
小
な
地
帯
を
東
山
道
の

通
る
要よ

う

衝し
ょ
う

の
地
で
あ
り
、
古
来
、
幾
多

の
戦
争
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
佐
和
山
の
地
に
、
城
が
築
か
れ

た
時
期
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
古
い
文
献
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
、
近

江
を
領
し
た
佐さ

々さ

木き

定さ
だ

綱つ
な

の
６
男
六ろ

く

郎ろ
う

時と
き

綱つ
な

が
、
佐
和
山
付
近
に
館

や
か
た

を
構
え

た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
て
い
ま
す
。
時

綱
は
自
ら
佐
保
と
号
し
て
お
り
、
当
時

は
佐
和
山
の
こ
と
を
佐
保
山
と
も
称

し
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
定
綱
の
孫
の
代
に
至
り
、

近
江
は
佐
々
木
一
族
４
家
に
よ
っ
て

割か
っ

拠き
ょ

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
宗そ

う

家け

を
継
い
だ
六
角
氏
、坂
田
郡
柏
原
荘
（
米

原
市
）
を
本
拠
と
し
た
京
極
氏
、
坂
田

郡
大
原
荘
（
米
原
市
）
を
本
拠
と
し
た

大
原
氏
、
高
島
郡
高
島
荘
（
高
島
市
）

を
本
拠
と
し
た
高
島
氏
の
４
家
で
し

た
が
、
な
か
で
も
六
角
氏
と
京
極
氏
は

近
江
を
二
分
す
る
勢
力
に
成
長
し
、
や

が
て
同
族
で
あ
り
な
が
ら
互
い
に
牽け

ん

制せ
い

を
し
て
争
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

両
者
の
勢
力
の
境
に
位
置
す
る
佐

和
山
は
、
要
害
の
地
と
し
て
城
が
整
備

さ
れ
、
在
地
の
国こ

く

人じ
ん

・
土ど

豪ご
う

（
村
々
に

本
拠
を
置
く
武
士
）
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ

攻
防
戦
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

16
世
紀
に
入
る
と
、
江
北
で
は
京
極

氏
の
被ひ

官か
ん

（
家
臣
）
か
ら
台
頭
し
た
浅
井

氏
が
覇は

権け
ん

を
確
立
し
よ
う
と
勢
力
を

拡
大
し
、
逆
に
再
興
を
計
ろ
う
と
す
る

京
極
氏
、
江
南
の
覇は

者し
ゃ

六
角
氏
の
３
者

が
、
文
字
ど
お
り
三み

つ
巴

ど
も
え

の
争
い
を
展

開
し
ま
す
。
こ
の
争
い
に
お
い
て
、
佐

和
山
城
は
し
ば
し
ば
３
者
の
攻
略
の

目
標
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
佐
和
山
城
は
境
目
の
軍
事
拠

点
と
し
て
臨
時
に
利
用
さ
れ
た
た
め
、

特
定
の
城
主
が
置
か
れ
ず
、
そ
の
た
め

山
下
に
本
拠
の
あ
る
百ど

々ど

氏
な
ど
が

佐
和
山
城
を
預
か
っ
て
、
時
に
応
じ
て

城じ
ょ
う

代だ
い

を
務
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

永え
い

禄ろ
く

年
間
（
１
５
５
８
〜
）
に
入
る

と
、
近
江
で
は
浅
井
氏
の
勢
力
が
急
速

に
拡
大
し
、
高
宮
氏
や
高た

か

野の

瀬せ

氏
な
ど

犬
上
郡
・
愛
知
郡
の
国
人
・
土
豪
の
多

く
が
六
角
方
か
ら
浅
井
方
に
転
じ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
永
禄
２
年
（
１
５
５

９
）
に
は
「
肥
田
城
の
水
攻
め
」、
翌

永
禄
３
年
に
は
「
野の

良ら

田だ

表お
も
て

の
合
戦
」

な
ど
、
六
角
方
に
よ
る
大
規
模
な
反
撃

が
試
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
失

◀
佐
和
山
城
跡
の
大
手
か
ら
本
丸
方
面
を
望
む

敗
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
永
禄
４

年
（
１
５
６
１
）、

六
角
承

じ
ょ
う

禎て
い

は
浅

井
長
政
ら
が
美
濃

（
岐
阜
県
）
に
出

兵
し
て
い
る
虚き

ょ

を

衝つ

い
て
佐
和
山
城

を
攻
略
し
、
浅
井

方
の
城
代
百
々
隠お

岐き
の

守か
み

を
自
決
さ
せ

て
い
ま
す
。
浅
井

長
政
は
、
す
ぐ
さ

ま
佐
和
山
城
を
奪

い
返
し
、
重
臣
で

あ
っ
た
磯い

そ

野の

員か
ず

昌ま
さ

を
据
え
ま
し
た
。

　

磯
野
員
昌
は
、

多
賀
社(

多
賀
大

社)

の
相そ

う

論ろ
ん

に
仲

介
者
と
し
て
介
入

す
る
な
ど
、
浅
井

氏
か
ら
佐
和
山
一

帯
の
地
域
支
配
を

ま
か
さ
れ
て
お
り
、

城
代
で
は
な
く
城

主
と
し
て
居
城
し

ま
し
た
。
佐
和
山

城
は
、
こ
れ
ま
で
の
臨
時
の
軍
事
拠
点

か
ら
、
日
常
的
な
政
治
・
経
済
の
拠
点

と
な
る
新
た
な
時
代
を
迎
え
た
の
で

す
。

　

員
昌
の
佐
和
山
城
主
は
、
織
田
信
長

と
の
「
佐
和
山
籠ろ

う

城
じ
ょ
う

戦せ
ん

」
で
降
伏
す
る

ま
で
の
10
年
間
に
お
よ
び
ま
し
た
。
次

回
は
、
そ
の
「
佐
和
山
籠
城
戦
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー

ル: bunkazai@
m

x.hikone.
ed.jp

 


